
令和２年度 第２回 日進市地球温暖化対策地域協議会 次第 

 

 

日 時：令和３年３月１１日（木） 

                      午前１０時～正午 

場 所：日進市役所南庁舎２階 第５会議室 

 

 

１ あいさつ 

 

 

 

 

２ 議 題 

  

（１）令和２年度事業計画事業報告について（資料１、資料２） 

 

 

 （２）令和３年度事業計画（案）について（資料３、資料４、資料５） 

 

 

 （３）その他 

 

 

 

 

 

【資 料】 

資料１   令和２年度日進市地球温暖化対策地域協議会事業報告 

資料２   令和２年度にっしん省エネ倶楽部事業のあらまし 

資料３   令和３年度日進市地球温暖化対策地域協議会事業計画（案） 

資料４   令和３年度重点施策と具体的内容（実行計画より） 

資料５   令和３年度地球温暖化対策機器設置費補助金について 

参考資料  日進市地球温暖化対策実行計画（区域施策編） 



出席者名簿 

委員の区分 委 員 名 

学識経験を有する者 

中部大学中部高等学術研究所 博士 原 理史 

愛知学院大学 総合政策学部 教授 森下 英治 

事業者 

中部電力パワーグリッド株式会社 天白営業所長 広底 順一 

東邦ガス㈱ 日進営業所長 米森 清紀 

あいち尾東農業協同組合日進支店 基幹支店長 浅見 公彦 

名鉄バス㈱ 名古屋営業所長 廣田 実 

荒川工業㈱ 総務部 部長 高木 伸治 

中央可鍛工業㈱ 安全環境管理室 課長 岩元 裕満 

豊精密工業㈱ 安全施設環境部 グループリーダー  小林 成昌 

公募の市民 

 黒田 純男 

 山本 裕子 

市長が必要と認める者 

日進市商工会 女性部理事 浅井 弘視 

生物多様性日進市民協議会 出原 伸平 

 

事務局 

日進市生活安全部環境課長 近藤 伸治 

日進市生活安全部環境課主幹 山田 和典 

日進市生活安全部環境課 ESD 推進係 係長 片岡 麻里 

日進市生活安全部環境課 ESD 推進係 宮田 大 
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３．事業の成果 

 

取組みの参加者数（普及啓発の訴求数） 

 

これらの活動による普及啓発の結果、直接

効果1,347人、波及効果1,710人の合計3,057

人に省エネ等のCOOL CHOICEを働きかけ

ることができました。コロナ禍であった中で

したが、目標の 2,860 人（補助申請時）を上

回る結果となりました 
 

二酸化炭素削減の効果 

 

子ども省エネ教室への参加学童の家庭に対しては

「にっしん COOL CHOICE アンケート」を実施して

います。これらを回収して得られたデータ（有効デー

タ数 63 件）を元に CO2の削減効果を推計しました。 

推計の結果、本活動の全体の効果として年間削減効

果は行動実績ベースで 4,058 ㎏/年（設定見直し 2,865 ㎏/年、日常行動 1,193 ㎏/年）、およそ 4.1t/年の二酸化炭

素の削減効果が現れたと評価されました。 
 

意識づけの効果 
 
 

「にっしん COOL CHOICE アン

ケート」の事前、事後の比較では、地

球環境の意識についても、また、省エ

ネ行動をしていこうという気持ちに

ついても、すべての項目が事前に対し

て事後が上回っており、省エネの取組

みを通じて高くなっていることがわ

かりました。 

また、家電の買換え行動についても

事前に比べて事後の方が環境性能を

重視する意識が高くなる効果が現れ

ました。省エネ行動を実際に取り組む

ことで、意識づけについて今回の普及

啓発による効果が表れたと考えられ

ます。 
 
 
 
 
 
 
令和２年度 にっしん省エネ倶楽部事業のあらまし 日進市 令和３年２月 

協力：一般社団法人環境創造研究センター（愛知県地球温暖化防止活動推進センター）  

令和３年 2 月 

 

日進市 

１．事業の目的と概要 

 

地球温暖化の取組みにおいては、特に増加が著しい家庭部門での「COOL CHOICE」行動（地球にやさしい賢

い選択）が行われることが必要です。そのためには様々な市民が連携して活動できるような、コミュニティづく

りが重要です。本市では、平成 28 年 6 月、市長の環境宣言に COOL CHOICE を取り入れ、市全体の取組みを

推進することとしました。これを受け、地球温暖化対策協議会の活動の一環としてコミュニティネットワーク「に

っしん省エネ倶楽部」を構築し、地域における省エネ活動の普及啓発に取り組んできました。また、平成 28 年

に閣議決定された「地球温暖化対策計画」を踏まえ、平成 31 年 3 月に地球温暖化対策地方公共団体実行計画（区

域施策編）の改訂を行いました。本年度は昨年度の実行委員会における提言に基づき、多世代交流を強化すると

ともに、懸案であった「移動」に関する低炭素化（エコモビ）キャンペーンを展開するなど地道に普及啓発を継

続することを目的として事業を実施しました。事業の推進にあたっては実行委員会を設けて多様なステークホル

ダーと緊密に情報交換を行うとともに、市の広報誌を活用して市民に様々な COOL CHOICE の情報を提供して、

市民全体への訴求も図っています。 
 
 

２．事業内容 

 

１．多世代連携によるエコライフ普及啓発の展開 

 

昨年度活動を始めた「未来への語り部」、中部大学第一高等学校の ESD 部、日進市子ども会連合会の連携と協

働で、市民、大学生、高校生、子どもたちなど多様な世代が交流する形での普及啓発を展開しました。 
 
（１）未来への語り部による「未来への茶飲み話会」の開催 

「未来への語り部」事業は、豊富な経験がある 4 人の市民活動家に、日頃からの地球環境に配慮した活動の中

での（おばあちゃんの知恵袋のような）「選択」場面を語りつつ、その重要性を若い世代に伝える活動として、昨

年度から開始しました。 

今年度は、大学生、一般市民、子どもたちを対象に 3 回の「未来への茶飲み話会」を実施しました。日常では

なかなか出会えない世代との交流で、参加者はそれぞれ新しい刺激とともに COOL CHOICE を考えるきっかっ

けとなりました。 

 

 

 
 

令和２年度 にっしん省エネ倶楽部事業のあらまし 

家電買換え時の省エネ型選択

意識の変化 

省エネ行動に対する意識の変化 

地球環境に対する意識の変化 

実施状況（実績）
項目 訴求数

（直接）
波及効果
数（推定）

訴求数
（推定）

１．多世代連携によるエコライフ普及啓発の展開 224 224 448
２．エコ外出マップ作成ワークショップ開催とエコモビリ
ティ普及啓発の実施

48 48 96

３．地元販売店によるエコモビ推進キャンペーンの展開 221 584 805
４．X博士の子ども省エネ教室による家庭へのエコライフ
普及啓発の展開

181 181 362

５．エコライフ自己点検の実施と転入者へのエコライフ普
及啓発の展開

673 673 1,346

合計 1,347 1,710 3,057

訴求実績

設定見直しCO2
削減量年間予測
(CO2-㎏)

日常行動のCO2
削減量年間予測
(CO2-㎏)

CO2削減量年間
予測合計(CO2-
㎏)

合計 2,865 1,193 4,058
平均 45.48 18.94 64.41
件数 63 63 63
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エアコンや便座などの温度は気を付けて省エネに設定する

ムダな空調や照明をつけないようにする

使わない家電はコンセントを抜くかタップスイッチを切る

シャワーは短く、お風呂は追い炊きしないよう続けて入る

4項目平均
最初に記入（事前）

最後に記入（事後）

4.60

4.54

4.63

4.43

4.10

4.24

4.42

4.70

4.61

4.75

4.61

4.30

4.38

4.56

3.00 3.50 4.00 4.50 5.00

地球温暖化が進行しているのが心配だ。

地球温暖化の進行は私たちの生活が原因に

なっていると思う。

自分たちの環境にやさしい行動は温暖化対

策として重要だと思う。

気をつければ環境に優しい行動はできると思

う。

環境のために多少労力かコストがかかるの

はしかたないと思う。

環境に優しい行動することは市民として当然

だと思う。

6項目平均値最初に記入（事前）

最後に記入（事後）

第１回（対象：学生）：11 月 26 日 

愛知学院大学  

第３回（対象：子ども）：1 月 14 日 

東小学校放課後教室  
第２回（対象：一般市民）：12 月 15 日 

市民会館  

2.33

2.64

2.58

1.50 2.00 2.50 3.00

省エネ家電導入意向（エアコン・冷蔵庫/事前）

省エネ家電導入意向（エアコン/事後）

省エネ家電導入意向（冷蔵庫/事後）

資料２
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（２）「中部大学第一高校 ESD クラブ」高校生 WS の開催 

中部大学第一高校 ESD 部メンバーによる COOL CHOICE のクイズゲームの作

成を目標としたワークショップを３回実施しました。シナリオ、問題構成、スライ

ド作成等については生徒が主体的に行い、子供向けのクイズゲームを作成しまし

た。 
 

（３）高校生による子ども省エネ教室の開催 

令和 3 年 1 月 10 日に日子連竹の山支部の子ども会

の児童を対象に、高校生による省エネ教室を開催しま

した。午前と午後の部に分かれ、環境省のアニメ「地

球との約束」上映後、それぞれ高校生 2 グループがワ

ークショップで作成したクイズを出題し、ゲームを行

うなど楽しい時間をすごしました。 
 

２．エコ外出マップ作成ワークショップ開催とエコモビリティ普及啓発の実施 

 
（１）市民やユースによるエコ外出マップ作成 WS の開催 

一般の市民や学生に参加いただき日進市のバス路線図などをベースに、エコにお

出かけするマップを作成するワークショップを 10 月から 12 月に 3 回行いました。 
 

（２）エコモビリティに関するセミナー開催 

作成したマップは１月 16 日に開催したセミ

ナーでお披露目しました。このセミナーでは交

通の専門家による講演の後、交通ゲ－ム「クル

マと電車、どっちがいい？」で公共交通と自家

用車の特性と交通 COOL CHOICE について

体感しました。 
 
 

３．地元販売店によるエコモビ推進キャンペーンの展開 
 

地元販売店による「エコモビ推進キャンペーン」を 12月

1 日～31 日に実施しました。市の広報を用いてキャンペー

ンを周知するとともに、啓発ツールを事業者に配布し、環境

まちづくりサポーターズポイントも活用してエコ交通を市

民に訴求しました。 

応援 1「くるりんばすを使おうキャンペーン」では、くる

りんばす定期券、回数券販売場所でもキャンペーンチラシ

を配布し COOL CHOICE を誘導しました。また、応援 2

「自転車・エコバイクを使おうキャンペーン」では市内 3 店

舗、応援 3「エコカー購入を考えようキャンペーン」では市

内の 8 店舗に協力をいただき、ポスターの掲示を行うとと

もに、エコモビに協力いただけるお客さんへポイントを配

布しました。 
 

４．X博士の子ども省エネ教室による家庭へのエコライフ普及啓発の展開 
 

小学生等を対象にクイズゲームを行う「子ども省エネ

教室 X 博士の特別指令 クールチョイスで家庭の省エ

ネ大作戦！」を市内の学童保育と放課後子ども教室で実

施しました。合計 5 回の開催で合計 181 人の児童が参加

しました。 

省エネ教室では X 博士の出題する〇×クイズとカード

ゲームで COOL CHOICE の内容を学びました。この教

室を通じて、省エネに気付いてもらうとともに、「にっし

ん COOL CHOICE アンケート」を家庭に持ち帰って記入してもらいま

した。 

第１回 12 月 14 日 きたっこ(学童保育) 28 名 

第２回 12 月 15 日 赤池小学校(放課後教室) 31 名 

第３回 12 月 25 日 かにっこ(学童保育) 36 名 

第４回 1 月 5 日 にしっこ(学童保育) 16 名 

第５回 1 月 15 日 西小学校(放課後教室) 70 名 
 
 

５．エコライフ自己点検の実施と転入者へのエコライフ普及啓発の展開 
 

(1)「環境まちづくりサポーターズポイント」抽選会でのエコライフ自己点検実施 

省エネ行動定着について喚起するための問診型エコライフ診断票を作成し、市民（109 人）に環境ポイント抽

選 (12 月 19 日~25 日)でのエコライフ自己点検を実施してもらいました。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）転入者への普及啓発 

日進市への転入者へ新生活を転機とした

COOL CHOICE の普及啓発を行うために、転入

手続き時に配布する資料の一つとして「にっし

んクールライフノート」などを加えて、エコライ

フの働きかけを行いました。10 月～12 月の 3 か

月間で 564 世帯に配布できました。 
 

 

ワークショップで作った

クイズを出題 

子どもたちと一緒に COOL 

CHOICE のすごろくゲーム 

ワークショップでクイズシナリオを検討中 

ECO 外出マップ 

ワークショップ 

X 博士の 

〇×クイズ 

市民のエコライ

フ健診の結果、

日進市民全体平

均値と比較した

もの。 

検診を受けた人

のエコライフ実

施度は、ほとん

どの項目で市民

全体の平均値を

上回っている。 

エコモビセミナー 

普及啓発資料を配布した月別の転入者 

 転入者数 転入世帯 

10 月 309 167 

11 月 330 193 

12 月 374 204 

合計 1,013 564 
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3.09
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3.31

3.11
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3.13

2.96
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3.22
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1 2 3 4

①買い物にはマイバッグ等を持参する

②食品トレーをリサイクルする

③シーズン中のエアコンのフィルターの掃除を行う

④家電製品を使わない時は電源プラグを抜く（タップスイッチを切る）

⑤冷蔵庫内の整理整頓をし、庫内温度を調整する

⑥炊飯ジャーの保温をやめる

⑦使い終わったら温水洗浄便座のフタを閉じる

⑧お風呂は、お湯が温かいうちに続けて入る

⑨自家用車に乗らないで公共交通機関で移動する

⑩自動車は、タイヤの空気圧の調整などの点検をする

エコライフ検診平均点

（2020年度）
日進市民平均点

（2017年調査）
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